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一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会
が
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
日
（
日
） 

に
大
阪
、
住
吉
大
社
境
内
住
吉
武
道
館
、
剣
道
場
、
柔
道

場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
吉
武
道
館
道
場
の
清
澄
な
る
雰
囲
気
の
中
、
ま
ず
、
村
田
雅
人
支
部
長
の
開

会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
大
日
本
武
徳
会
最
高
顧
問 

辻
野
正
勝
先
生
の
心
温
ま
る

ご
祝
辞
な
ら
び
に
ご
高
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
張
り
の
あ
る
お
声
で
楠
公
漢
詩
の
詠

い
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
も
な
が
ら
ご
高
齢
に
か
か
わ
ら
ず
毎
回
ご
参
加

を
頂
い
て
お
り
ま
す
大
日
本
武
徳
会
副
総
裁
桑
原
兵
充
先
生
の
心
の
こ
も
っ
た
ご

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
辻
野
正
勝
先
生
の
ご
あ
い
さ
つ
の
中
に
ご
ざ
い
ま
し
た
、

武
道
を
す
れ
ば
長
生
き
で
き
る
ん
で
す
、
の
お
言
葉
を
体
現
さ
れ
て
い
る
お
二
方

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
住
吉
武
道
館
新
館
長
、
東
郷
信
行
先
生
よ
り
温
か
い
励

ま
し
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
を
兼
ね
て
山
本
楠
城
先
生
の
ご
参

加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
河
内
長
野
市
剣
道
連
盟
代
表 

川
頭
隆
義
先
生

の
ご
臨
席
も
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
、
大
阪
府
支
部
に
よ
る
昇
段
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
以
前
に
も
行
い
ま
し
た
が
、
昇
段
審
査
も
大
阪
府
支
部
の
活
動
活

性
化
の
一
環
と
し
て
会
員
の
積
極
的
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
演
武
は
村
田
雅
人
支
部
長
の
英
信
流
祓
い
の
儀
に
始
ま
り
、
桑
原
兵
充

先
生
、
高
島
伸
幸
先
生
に
よ
る
心
伝
流
柔
術
模
範
演
武
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

桑
原
兵
充
先
生
の
ご
高
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
入
神
の
妙
技
に
会
場
水
を
打
っ
た
如

く
静
ま
り
か
え
り
、
誠
に
襟
を
正
す
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
一
門
に
よ

り
心
伝
流
柔
術
の
見
事
な
演
武
が
粛
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
居
合
剣
術

の
部
と
し
て
、
村
田
雅
人
一
門
に
よ
る
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
演
武
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
山
本
楠
城
先
生
の
虚
心
流
居
合
剣
法
な
ら
び
に
山
本
勇
先
生
、
杉
本

安
隆
先
生
に
よ
る
立
派
な
組
太
刀
が
披
露
さ
れ
、
さ
ら
に
、
森
内
一
蔵
先
生
に
よ

る
神
伝
円
心
流
据
物
斬
剣
法
神
事
、
試
斬
な
ら
び
に
ご
一
門
に
よ
る
錬
度
の
高
い

剣
法
が
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
祓
い
に
よ
る
浄
化
に
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
続
い
て
、
今
回
初
め
て
の
特
別
参
加
で
ご
ざ
い
ま
す
陽
武
舘 

市
村 

章

先
生
に
よ
る
夢
想
神
伝
流
居
合
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
、
き
び
き
び
し

平
成
二
十
八
年

　大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会
開
催
さ
る村

田

　雅
人

大
阪
府
支
部

支
部
だ
よ
り
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た
居
合
で
元
こ
れ
同
根
、
心
嬉
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
尾

ノ
上
克
己
先
生
に
よ
る
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
が
立
派
に
演
武
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
神
田
派
虚
心
流
居
合
が
佐
野
晃
一
先
生
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
に

大
き
く
柔
ら
か
で
立
派
な
居
合
で
し
た
。
続
い
て
、
誡
慧
塾 

樋
口
友
視
先
生
ご

一
門
に
よ
り
無
双
直
伝
英
信
流
演
武
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
錬
度
高
く
大
変
結
構
な

居
合
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
般
演
武
の
し
め
と
し
て
太
田
淳
一
先
生
修
武
会
一
門

に
よ
る
居
合
剣
術
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
多
く
の
剣
士
の
ご
参
加
と
演
武
、

二
刀
も
加
え
て
誠
に
壮
観
で
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
演
武
も
錬
度

高
く
、
若
い
方
々
も
加
え
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
の
昇
段
審
査
を
柔
道
場
に
て
行
い
ま
し

た
。
審
査
員
は
支
部
評
議
員　

尾
ノ
上
克
己
先
生
、
同 

佐
野
晃
一
先
生
に
お
願

い
し
、
総
合
主
査
を
支
部
長 

村
田
雅
人
と
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
全
員

合
格
の
判
定
で
あ
り
受
審
者 

岸
川
康
子
氏
合
格
と
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
本
楠
城
先
生
に
よ
る
立
派
な
納
め
の
儀
に
よ
り
武
道
研
修
会
を
終

了
致
し
ま
し
た
。

な
お
、今
回
の
参
加
者
数
は
四
十
六
名
（
内
、青
少
年
二
名
）
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
発
展
と
各
位
の
武
徳
に
栄
光
あ
ら
ん
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
乱
文
ご
容
赦
下
さ
い
。



54春季号

「
理
法
塾
」

松
村

　則
夫

代
表
者

「
理
法
塾
」
は
、
長
年
全
日
本
剣
道
連
盟
で
居
合
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
も
っ
と

直
伝
英
信
流
を
極
め
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
一
色
克
己
先
生
が
自
由
に
追
求
し

発
表
で
き
る
場
と
し
て
、
平
成
十
八
年
に
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

一
色
克
己
先
生
が
団
体
名
を
「
感
謝
根
源
尊
道
統
以
直
心
自
然
理
法
」
根
源
に

感
謝
し
道
統
を
尊
び
素
直
な
心
で
自
然
の
理
法
に
従
う
と
云
う
言
葉
か
ら
命
名
さ

れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
た
く
さ
ん
あ
っ
た
居
合
の
形
を
整
理
さ
れ
て
、
今
の
直
伝
英
信
流
の
下

と
な
る
第
十
七
代
大
江
正
路
先
生
の
教
え
に
従
い
、
本
当
の
居
合
を
継
承
す
べ
く

修
練
し
て
お
り
ま
す
。

一
色
克
己
先
生
曰
く
、
最
近
の
直
伝
英
信
流
は
大
江
正
路
先
生
が
内
容
を
整
備

し
無
双
直
伝
英
信
流
の
名
の
下
に
体
系
を
整
え
、
教
え
を
伝
え
ら
れ
た
に
も
拘
ら

ず
、
技
法
そ
の
も
の
が
乱
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
も
う
一
度
大
江
正
路
先
生
の

居
合
に
戻
り
修
練
す
べ
き
で
あ
る
。

今
の
居
合
に
は
目
の
前
の
敵
と
い
う
も
の
が
見
え
て
い
な
い
。
理
法
を
紐
解
き

も
せ
ず
形
だ
け
を
追
求
し
て
い
る
。
刀
の
扱
い
方
、
立
ち
振
る
舞
い
等
に
も
す
べ

て
理
法
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
修
練
す
べ
き
で
あ
る
。

英
信
流
に
於
い
て
「
前
」
の
技
は
基
本
と
な
る
べ
き
技
で
居
合
の
技
全
て
に
通

じ
て
お
り
、
十
二
分
に
稽
古
す
べ
き
で
、
目
の
前
の
敵
を
意
識
し
一
拍
子
で
敵
を

倒
す
気
合
と
動
作
が
肝
要
で
あ
る
。
一
人
稽
古
も
良
い
が
、
人
は
楽
な
動
作
に
馴

染
み
易
い
。
間
違
っ
た
動
作
を
的
確
に
修
正
し
て
下
さ
る
先
生
が
い
れ
ば
こ
そ
、

厳
し
い
稽
古
も
負
担
に
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
下
さ
る
一
色
克
己

先
生
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

理
法
塾
は
毎
週
土
曜
日
午
後
六
時
～
九
時
と
月
二
回
日
曜
日
の
午
後
二
時
～
五

時
、
近
く
の
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
ホ
ー
ル
を
借
り
て
三
時
間
び
っ
し
り
と

合
同
稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
は
武
徳
祭
古
武
道
演
武
、
六
月
に
は
嚴
島
神
社
古
武
道
演
武
、
十
月
に

は
平
安
神
宮
古
武
道
演
武
と
年
三
回
の
演
武
大
会
を
楽
し
み
に
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。心

月
無
想
柳
流
柔
術

　
　
　
　
　古
武
道
甲
武
館川

村

　八
朗

や
な
ぎ

し
ん

げ
つ

む

そ
う

り
ゅ
う

心
月
無
想
柳
流
柔
術
・
古
武
道
甲
武
館
の
稽
古
場
所
は
、
尼
崎
市
と
西
宮
市
を

団
体
道
場
紹
介
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分
け
る
武
庫
川
沿
い
の
西
宮
市
側
に
位
置
す
る
甲
武
体
育
館
内
で
す
。
甲
武
体
育

館
に
お
い
て
稽
古
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
三
十
数
年
が
経
ち
ま
す
。

当
流
派
の
流
祖
は
岩
永
源
之
丞
正
光
（
の
ち
一
柳
斎
と
号
す
）
で
す
。

肥
前
国
伊
万
里
の
郷
士
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
父
に
つ
い
て
剣
術
、
柔
術
を
修

行
し
、
武
者
修
行
に
出
、
宝
暦
二
年
帰
郷
し
門
人
の
育
成
に
努
め
た
。
宝
暦
三
年
、

各
流
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
新
流
を
創
始
、
心
月
無
想
柳
流
と
称
し
た
。

初
代
か
ら
八
代
を
経
て
、
私
は
九
代
岩
永
源
一
宗
家
に
師
事
し
免
許
皆
伝
を
授

か
り
ま
し
た
。
現
在
は
柔
術
を
主
体
と
し
て
い
る
の
で
柳
流
柔
術
と
称
し
て
い
ま

す
が
、
総
合
武
術
で
す
の
で
剣
術
、
棒
術
、
小
薙
刀
も
稽
古
は
し
ま
す
。
柳
流
柔

術
の
特
徴
と
し
て
は
当
て
身
を
多
く
用
い
ま
す
。

稽
古
は
柳
流
に
必
要
な
受
け
身
、
当
て
身
そ
の
ほ
か
歩
法
、
重
心
移
動
等
の
基

本
動
作
か
ら
入
り
ま
す
。
最
初
は
重
心
移
動
が
難
し
く
上
手
く
行
か
ず
手
古
摺
る

仕
儀
に
な
り
ま
す
が
、
数
を
こ
な
す
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
伝
統
武
術
は
型
か
ら
入
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
が
、
大
切
な
型

の
中
の
本
質
を
観
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
日
本
伝
統
武
術
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
こ
と
は
、
流
派
の
普
遍
的
な
型
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

崩
し
が
あ
り
、
捌
き
が
あ
り
移
動
の
中
で
崩
し
捌
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
。

道
場
の
中
だ
け
が
修
行
の
場
と
思
わ
ず
、
日
常
の
中
で
武
術
を
活
か
す
こ
と
を
常

に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

危
機
意
識
は
自
身
で
養
い
常
に
先
を
観
る
事
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
習
い

覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
基
本
が
大
事
で
型
の
重
要
性
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

柳
流
柔
術
允
可
は
初
伝
か
ら
中
伝
、
目
録
、
奥
伝
、
免
許
皆
伝
と
進
み
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
口
伝
に
よ
る
指
導
で
す
。

技
で
悩
む
こ
と
が
あ
れ
ば
悩
め
、
そ
の
た
め
に
は
基
本
に
回
帰
す
る
事
だ
と
教

え
、
基
本
に
立
ち
返
り
初
伝
か
ら
稽
古
す
る
事
を
勧
め
て
い
ま
す
。
不
要
な
所
に

無
駄
な
力
を
遣
わ
ず
、
自
分
自
身
に
技
の
是
非
を
問
い
か
け
、
勿
論
、
指
導
者
に

は
是
非
を
問
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

心
月
無
想
柳
流
柔
術
・
古
武
道
甲
武
館
の
稽
古
日
は
、
基
本
的
に
は
毎
週
日
曜

日
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
で
す
。
然
し
な
が
ら
昨
今
、
体
育
館
の
使
用
頻

度
が
高
く
、
思
う
よ
う
に
稽
古
場
所
が
と
れ
ず
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

門
下
生
一
同
、
自
身
の
稽
古
怠
る
こ
と
な
く
意
気
込
み
を
持
っ
て
励
ん
で
い
ま
す
。


